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系

l
iー
そ
の
宗
教
的
震
開
設
中
心
と
し
て

l
i
i

老

観

欝
家
を
正
統
と
し
て
統
一
的
方
向
に
進
展
し
た
漢
代
思
想
界
の
底
流

に
於
い
て
、
後
に
、
そ
の
中
か
ら
原
始
道
教
・
場
姫
哲
皐
及
び
格
義
傍

教
を
分
化
議
接
せ
し
め
る
一
一
連
の
烈
し
い
思
想
的
胎
動
の
練
け
ら
れ
て

い
た
事
は
、
中
額
思
想
史
上
、
見
逃
し
得
な
い
軍
嬰
な
動
向
で
・
あ
ろ

う
。
小
論
は
、
か
亀
ふ
る
漢
代
思
想
の
農
を
流
れ
る
殻
嘉
的
な
動
向
を
、

統
一
的
に
解
明
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
共
農
に
於
い
て
中
心

的
な
夜
割
合
果
し
て
い
る
費
若
の
観
念
の
展
開
宮
跡
づ
け
、
専
ら
、
そ

の
思
想
的
系
譜
を
明
か
に
せ
ん
と
す
る
拭
み
で
あ
る
。

さ
て
、
葉
懇
の
語
勾
が
古
代
の
時
文
豪
に
於
い
て
、
幾
遜
り
も
の
異

っ
た
内
答
を
以
て
現
れ
て
く
る
事
は
、
今
更
、
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い

が
、
そ
れ
に
は
大
略
、
次
の
和
き
…
…
一
つ
の
系
列
の
在
る
事
が
認
め
ら

れ
、
の
翠
念
は
凡
て
其
の
荷
れ
か
に
ハ
ザ
一
類
す
る
事
が
可
穏
と
思
わ

費
老
穣
愈
の
系
議
ハ
秋

買
¥J 
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れ
る
。そA

一
が
選
抜
的
責
老
観
念
の
系
列
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
後
漢

書
方
術
薄
に
載
る
折
像
は
費
財
二
催
、
家
僅
八
百
人
を
有
す
る
嘗
豪
の

子
と
し
て
生
れ
た
が
、
幼
く
し
て

好
責
強
設
。
及
躍
ハ
父
〉
卒
、
感
多
蔵
享
亡
之
襲
、
乃
散
金
串
資
産

、
五
ロ
門
戸
殖
財
E
久
、
盈
満
之
容
遺
家
所
忌
。

と
述
べ
た
事
が
見
え
る
が
、
こ
の
折
像
の
行
動
の
思
想
的
接
様
を
な
し

て
い
る
「
盈
滞
之
餐
」
「
多
蔵
庫
亡
之
犠
」
は
、
一
試
う
遣
も
な
く
地
子

の
「
持
し
て
之
を
盈
た
す
は
、
其
の
巴
む
に
如
か
ず
:
:
:
金
正
堂
に
満

つ
れ
ば
、
之
を
能
く
守
る
莫
し
号
室
貴
に
し
て
騒
れ
ば
、
昌
ら
其
の
容

を
議
す
」
醐
第
)
及
び
叶
甚
だ
愛
す
れ
ば
大
い
に
費
え
、
多
く
議
す
れ

ば
必
づ
亡
う
」
(
引
笥
舟
)
の
思
想
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
り
、
殺
っ

て
「
」
が
、
君
子
の
漢
代
に
所
調
達
家
哲
撃
を
意
味
し
、
そ
の

糞
老
の
担
蹄
を
指
す
事
は
疑
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
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第
二
が
神
仙
的
資
意
翠
念
の
系
列
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
後
漢
書
逸

尭
簿
に
戴
る
際
抵
の
後
、
緩
慢
は

少
思
一
・
費
老
、
韓
議
山
谷
、
因
穴
震
輩
、
何
纂
松
喬
翠
引
之
術
:
・
0

遊
間
賛
意
之
言
、
乗
殿
入
算
、
裁
身
遠
漉
:
:
:
。
畠
言
死
目
、
及

期
果
卒
。
後
人
有
見
慣
於
敷
難
者
、
故
前
変
異
之
。
或
法
紳
仙
意
。

と
一
式
わ
れ
て
い
る
。
所
謂
翠
迭
の
思
想
的
立
場
が
無
震
自
然
を
襟
模
す

る
道
家
に
摂
ざ
す
事
は
法
う
迄
も
な
い
が
、
吉
信
人
赤
松
子
・
正
予
轄

の
伯
衝
を
仰
慕
し
、
山
谷
に
際
、
遁
し
た
矯
鎮
の
民
的
が
伯
道
修
行
に
在

っ
た
事
は
艇
な
く
、
設
が
「
寅
地
之
一
一
一
応
」
を
開
い
て
品
討
を
議
惑
に
戴
し
、

遂
に
一
脚
仙
と
法
わ
れ
て
い
る
事
費
は
、
こ
の
場
合
の
糞
強
に
紳
仙
的
性

格
が
抱
合
さ
れ
て
い
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
邑

第
一
一
一
は
宗
教
的
資
増
概
念
わ
系
列
で
あ
っ
て
、
東
競
漢
紀
(
強
)
議
来

事
一
極
替
の
鎌
に
は

立
質
強
制
北
富
濯
寵
中
、
以
文
爵
篤
濯
、
飾
淳
金
銀
器
、
彩
色
舷

耀
、
岡
用
一
一
一
牲
、
大
官
飾
珍
、
鍛
作
信
紫
、
以
求
一
穂
群
意
。

と
瀦
龍
宮
に
於
け
る
費
地
の
集
記
の
模
様
を
体
え
る
。
こ
の
弔
織
を
敷

い
た
躍
の
土
に
金
銀
の
銭
其
を
飾
る
彩
色
鉱
摺
た
る
祭
杷
は
、
浮
屠
と

の
混
掃
を
窺
わ
し
め
、
更
に
斎
場
が
幅
群
を
薪
ち
求
め
る
祭
記
の
艶
象

と
さ
れ
て
い
す
窃
か
に
費
増
観
念
の
宗
教
的
傾
斜
を
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
是
等
の
史
料
に
現
れ
る
棄
老
は
、
何
れ
も
箕
脅
・
老
子
の

省
略
で
あ
る
と
し
て
、
恐
ら
く
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
信
じ
る

が
、
黙
ら
ば
、
新
か
の
諾
系
列
は
如
拘
に
し
て
登
生
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
の
研
究
を
参
摂
し
つ
、
品
、
其
等
の
怠
躍

を
瀕
り
、
順
決
、
そ
の
内
容
と
泉
較
的
接
語
の
跡
を
明
か
て
ゆ
く

し
た
い
9

さ

て

、

君

子

が

葉

業

て

現

れ

る

の

は

、

を
築
づ
る
に
、
始
め
て
史
記
に
見
わ
る
:
・
:
。
史
記
以
前

名
を
関
か
ず
」
(
蹴
語
一
f
J
の
如
く
、
史
記
の
活
躍
申
韓
列
簿
、

解
列
体
得
が
最
-
初
で
為
り
、
濃
く
と
も
穀
鴎
米
に
費
老
の
併
稽
が
行
わ

れ
て
い
た
と
想
嬢
さ
れ
る
。
例
え
試
「
申
(
不
害
〉
子
の
壌
は
寅
老
に
本

ず
き
而
し
て
知
名
を
主
と
し
」
韓
非
子
は
「
刑
名
法
徳
之
感
を
喜
び
、

一
冊
し
て
其
の
臆
す
る
と
こ
ろ
は
棄
老
に
本
ず
く
」
と
述
べ
、
期
名
の
政

治
思
想
が
責
若
哲
襲
を
基
礎
と
し
て
い
る
獲
を
停
え
て
居
り
、
こ
の
場

合
の
荒
地
が
第
一
の
系
列
闘
も
逝
疲
哲
季
を
意
味
す
る
観
念
で
あ
る
事

を
察
知
せ
し
め
る
。
こ
の
事
は
菊
子
を
麗
師
と
す
る
率
経
が
道
家
を
携

す
る
以
前
、
既
に
寅
港
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
い
た
事
を
教
え
る
の
で

あ
る
が
、
本
来
、
靖
子
に
創
ま
る
撃
統
が
葉
地
と
呼
稽
さ
れ
る
に
一
点
っ

た
紫
疑
に
つ
い
て
は
、
続
拡
五
指
に
飴
る
論
詮
が
鍛
え
ら
れ
、
今
夏
、

費
言
の
飴
地
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
専
ら
省
略
に
従
う
事
と
す
る
。

次
に
、
資
婚
と
一
鰐
弛
と
の
開
保
に
つ
い
て
、
ま
づ
費
者
が
紳
伯
と
関

蓮
を
持
っ
て
現
れ
る
の
は
、
上
速
の
叫
総
裁
的
資
老
袈
念
り
成
立
よ
り
は



儀
程
揺
れ
て
居
り
、
史
記
の
漢
書
の
郊
詑
悲
は
と
も
に
「
海

上
燕
掛
傑
廷
の
方
士
、
多
く
更
々
凍
っ
て
幹
事
を
一
一
言
う
」
と
迷
ベ
、
一
神

仙
に
樟
れ
る
諜
の
武
帝
に
針
し
、
幾
多
の
方
士
達
が
，
次
々
と
不
死
登
仙

の
秘
需
を
設
き
、
武
帝
に
詮
き
入
ら
ん
と
し
た
朕
態
を
詳
結
に
体
え
て

い
る
が
、
初
に
「
胴
鑑
穀
道
部
老
方
」
を
就
く
本
一
歩
君
が
上
言
し
て

関
鑑
別
致
物
。
致
物
部
丹
砂
可
化
鴻
黄
金
。
黄
金
成
以
篤
飲
食
務

盆
喜
一
向
海
中
議
旅
偲
若
乃
可
見
。
封
弾
則
不
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芳

の
で
あ
ろ
う
。

併
し
、
か
く
の
如
、
き
燕
帝
登
仙
設
は
、
る
方
士
遣
の
悉
な
創
作

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
.
舵
子
に
は
「
夫
れ
議
は
情
有
り
、
信
有
り
、
震

す
無
く
、
形
無
し
:
:
:
。
庸
一
品
開
は
之
・
を
得
て
以
て
太
副
に
農
り
、
実
帝

は
之
を
得
て
以
て
雲
天
に
登
る
い
(
駄
態
、
叉
列
子
に
も
「
糞
管
位
に
即

い
て
十
有
五
年
、
天
下
己
ぞ
戴
く
を
事
び
:
・
oe--o

叉
二
十
有
八
年
、
天

下
大
い
に
治
ま
号
、
幾
ん
ど
華
膏
閣
の
若
く
広
し
て
、
帝
時
宜
慨
す
」
(
鯖

綴
)
等
と
、
援
に
黄
帝
登
仙
訟
の
原
型
と
怠
わ
れ
る
益
想
的
観
念
が
捕
か

れ
て
い
る
の
を
晃
る
。
こ
の
経
子
及
び
苑
子
に
後
世
駐
韓
の
増
益
や
、

簡
策
の
錯
範
の
多
い
事
は
一
式
う
迩
も
な
い
が
、
こ
t
A

に
引
い
た
太
{
一
示
館
・

責
壱
の
一
階
籍
は
開
館
中
最
も
古
い
部
介
に
麗
し
、
雨
者
の
思
想
を
窺
う

に
足
る
眼
目
で
あ
る
と
議
さ
れ
て
府
り
、
思
想
内
容
か
ら
推
し
て
も
、
所

鵠
賞
帝
登
仙
設
護
金
後
の
作
鶏
的
な
議
入
と
は
考
え
難
く
、
が
い
十
る
宰

想
的
観
念
が
前
揚
棄
脅
登
仙
訟
に
大
き
な
思
想
的
影
響
を
奥
え
た
事
は

否
定
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
増
し
て
、
美
膏
が
仙
人
隣
成
予
よ
り
'
長
生
の

五
還
を
授
け
ら
れ
た
事
を
も
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(F軒
)
か
く

て
詩
仙
の
事
に
夢
中
と
な
る
武
帝
も
、
一
度
は
其
の
挺
効
を
擢
り
「
方

士
盤
迂
の
一
請
を
窓
厳
す
L

る
が
「
然
れ
ど
も
鶴
棄
し
て
絶
え
ず
其
の
真

に
遇
わ
ん
事
を
翼
い
、
此
よ
り
後
、
方
士
一
料
演
を
云
う
者
嫡
々
衆
し
」

a
Jと
一
式
う
款
態
で
あ
り
、
紳
仙
責
老
の
麗
恋
も
吠
第
に
普
遍
化
さ
れ

て
ゆ
く
事
を
思
わ
し
め
る
。

ミ
き
て
、
決
の
君
子
の
紳
仙
北
は
、
大
韓
、

の
填
に
は
既
に

列。

と
複
雑
な
不
死
の
方
法
を
誘
い
て
の
ち
、
資
帝
が
こ
の
方
法
記
よ
っ
て

伯
者
を
見
、
封
締
し
て
不
死
を
獲
た
と
附
加
し
て
い
る
黙
が
在
意
を
引

く
。
次
に
公
孫
卿
は
党
滞
留
年
♀
・
己
・
ロ
⑦
沿
陰
地
方
か
ら
古
鼎
の
出

土
し
た
事
を
機
と
し
て
、
野
人
申
公
か
ら
得
た
と
稽
す
る
概
略
「
寅
帯

は
饗
鼎
を
獲
て
濯
し
て
天
に
登
っ
た
。
従
っ
て
漢
の
思
議
も
古
鼎
を
獲

た
か
ら
拡
は
、
黄
替
の
如
く
太
山
に
上
っ
て
封
縛
す
る
な
ら
ば
、
龍
く

健
し
て
天
む
登
る
事
が
出
来
よ
う
」
と
の
雄
書
を
奉
っ
て
居
今
、
こ
れ

ま
た
、
執
識
に
寅
噺
登
仙
の
事
を
繰
返
し
て
い
る
。
一
方
、
譲
先
鼎
五

年
武
帝
は
北
伐
の
蹄
設
、
銘
傍
に
責
帝
の
銀
を
見
て
「
吾
開
く
黄
怖
は

死
せ
ず
と
、
今
家
有
る
は
持
ぞ
や
」
と
の
間
を
設
し
た
事
が
見
え
、
か

か
る
賀
帝
登
伯
詮
が
未
だ
普
灘
的
な
思
想
で
は
な
く
、
そ
の
成
立
C
新

し
い
事
を
暗
示
し
て
い
る
。
「
世
俗
の
人
多
く
古
を
命
び
、
今
を
蔑
む
。

故
に
遣
を
講
ず
替
、
必
ず
こ
れ
を
紳
農
賞
帝
に
托
す
、
市
し
て
後
龍
く

設
を
入
る
」
(
鰍
糊
…
む
の
野
一
一
一
一
ロ
は
、
葉
し
、
か
a

ふ
る
風
潮
を
指
捕
し
た
も

賞
者
概
念
の
系
譜
ハ
秋



行
わ
れ
て
い
た

い
て、
世
或
以
増
子
之
道
認
可
以
東
世
5

需

談

無

欲

、

夫

人

以
精
神
掛
川
露
命
、
精
一
勝
不
穫
期
一
部
一
時
命
長
、
高
不
死
成
事
。
靖
子
行

之
総
百
度
世
、
世
震
異
人
笑
。

と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
荘
子
の
詩
篇
に
は
、
こ
与
に
老
子
之
遣

と
一
式
う
無
震
ぽ
淡
を
以
て
廷
命
を
は
か
る
所
謂
至
道
が
祖
述
さ
れ
、
叉

「
生
を
悦
ぶ
こ
と
を
知
ら
ず
、
死
を
悪
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
其
の
出
も

析
ら
ず
、
其
の
入
も
距
ま
ず
、
議
然
と
し
て
往
き
、
傷
然
と
し
て
来
る

の
み
:
:
:
。
高
き
に
登
れ
ど
も
擦
れ
ず
、
水
に
入
れ
ど
も
濡
は
ず
、
大

に
入
れ
ど
も
熱
せ
」
(
脈
管
ざ
る
真
人
の
客
在
が
詮
か
れ
て
い
る
が
、
正

光
が
蹴
妄
の
粧
拾
し
て
て
い
る
「
死
な
ず
し
て

百

を

脆

え

て

度

品

の

懇

念

は

、

知
的
人
格
と
し
て

3耗

ヌプ
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機

〈

P
?詩
i
H
C
φ

壌
〉

て
い

来
、
異
人
と
仙
人
と
屡
々
混
関
さ
れ
、

は

間

難

な

場

合

が

多

い

担

割

え

ば

、

方

言

い

て

等
芝
・
帯
築
・
稿
者
を
求
む
る
乙
常
に
謹
わ
ず
、
物
之
を
害
す
る
者

有
る
に
類
す
。
方
中
入
主
持
震
徴
行
、
以
鮮
悪
鬼
、
悪
鬼
砕
異
人
王
、

人
主
所
居
、
雨
入
霊
知
之
、
筈
於
瀞
a

異
人
は
水
に
入
れ
ど
も
濡
わ

間

ず
、
火
は
入
れ
ど
も
熱
け
ず
、

・0

燃

し

て

後

不

死

の

灘

玲

と

一

試

い

、

て
始
胞
一
一
帯
が
「
混
同
同
県
人
を
慕
い
、
一
い
て
験

(
枇
溜
ド
時
議
一
)
と
倖
え
る
が
、
こ
え
に
於
け
る
璃
者
の
関
保
は
、
来
し

て
異
人
邸
伯
人
な
の
か
、
異
人
た
る
事
が
不
死
薬
入
乎
の
可
能
を
意
味

し
、
こ
れ
が
仙
人
の
前
段
時
を
意
味
す
る
の
か
、
或
は
真
人
の
現
れ
る

事
が
不
死
薬
を
得
る
前
提
紘
保
存
で
あ
る
の
か
明
擦
で
な
い
状
態
で
あ

る
。
併
し
、
そ
の
何
れ
を
採
る
に
せ
よ
、
真
λ
の
袈
念
が
所
謂
他
人
に

近
似
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
は
祭
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
後
牟
に

於
け
る
異
人
の
詮
明
が
依
然
と
し
て
太
宗
詩
篇
そ
の
ま
斗
で
あ
る
事
責

は
、
方
土
建
が
棋
人
の
思
想
的
裏
指
と
し
て
達
家
的
異
人
の
翫
念
を
利

用
し
た
事
を
示
す
も
の
え
よ
う
で
、
や
が
て
異
人
が
抽
人
と
親
念
的
に

同
質
化
さ
れ
て
ゆ
く
中
開
設
艶
を
示
す
も
り
と
解
さ
れ
る
。
一
方
、
論

衡

の

ま

で

も

な

く

、

に

は

「

逝3h
y
 

故
に

し
て

民

凡

、

い

と

し

て

説

か

れ

て

め

る

。

の

県

人

が
神
仙
思
想
り
護
農
に
待
っ
て
位
入
と
接
鶏
し
、
や
が
て
、
そ
の
中
に

包
構
さ
れ
て
ゆ
く
推
移
者
見
定
め
る
な
ら
ば
、
前
掲
、
道
虚
篇
に
引
か

れ
る
老
子
異
人
の
観
念
が
、
賓
は
告
人
に
艶
す
る
選
出
水
的
表
現
で
あ
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り
、
少
な
く
も
現
質
的
・
禽
鰻
的
延
年
不
死
の
存
在
で
あ
る
結
託
於
い

て
、
所
調
仙
人
と
同
一
の
袈
念
で
あ
る
事
が
諒
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
斯
撲
な
悲
想
の
養
生
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
論
街
撰
速
の

後
漢
初
期
に
、
そ
の
下
限
を
推
す
以
外
、
確
賞
な
史
料
は
見
蛍
ら
な
い

が
、
地
子
真
人
設
が
摂
氏
一
般
化
さ
れ
た
世
設
で
あ
る
事
を
述
べ
る
前

掲
道
虚
篇
に
設
す
る
な
ら
ば
、
更
に
前
渡
米
期
ま
で
湖
る
事
も
議
想
せ

ら
れ
、
其
頃
、
道
家
の
中
に
紳
仙
裁
の
不
老
不
死
の
方
術
を
導
入
せ
る

一
波
が
存
し
た
と
推
定
す
る
の
が
安
蛍
で
、
あ
ろ
う
。

か
く
考
え
て
く
る
な
ら
ば
、
資
・
帝
と
教
子
の
一
澗
仙
化
辻
、
夫
々
思
想

的
に
、
持
文
、
時
間
的
に
み
一
く
拐
な
経
過
を
誠
一
っ
て
臆
り
、
紳
仙
葉
若

の
観
念
は
、
少
な
く
も
、
若
子
の
形
一
向
上
的
な
長
生
久
視
の
立
場
を
諜

介
と
す
る
叫
地
裁
の
一
脚
伯
思
想
へ
の
接
近
と
、
責
壱
を
登
仙
せ
し
め
、
不

都
登
仙
の
信
遠
性
を
賢
・
替
の
持
つ
普
遍
的
な
思
想
的
措
威
に
よ
っ
て
麗

附
け
ん
と
す
る
紳
伯
裁
の
策
動
と
に
よ
っ
て
賛
さ
れ
る
ニ
つ
の
思
想
的

進
展
・
皆
、
主
導
的
な
契
機
と
し
て
成
立
し
て
い
る
事
が
措
測
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
従
来
、
こ
の
鮪
に
つ
い
て
、
黄
菅
増
子
の
紳
位
化
は
、
患
家

思
想
を
接
取
し
た
紳
位
門
家
が
、
護
家
の
盟
問
で

dvる
寅
一
濯
を
紳
仙
家
り

語
部
と
し
た
ま
で
ど
あ
る
。
と
の
見
解
が
存
す
る
が
、
こ
れ
に
罰
し
て

は
、
漢
書
官
製
文
志
が
道
家
三
十
七
家
、
と
共
に
集
録
す
る
紳
健
十
裁
の
中

に
、
葉
帝
の
名
を
俵
托
す
る
者
が
鶴
だ
多
い
の
封
し
、
靖
子
の
名
を
引

く
も
り
が
全
然
な
く
、
前
漢
に
於
け
る
君
子
、
と
紳
仙
裁
の
無
関
係
を
明

示
し
、
一
燐
紬
寅
婚
の
袈
念
の
費
生
が
遊
山
献
の
語
部
責
悲
の
翠
純
な
轄
化

費
者
懇
念
の
系
譜
ハ
款

月
'-' 

で
な
い
事
を
物
語
り
、
道
家
と
紳
借
家
と
の
思
想
的
交
流
の
存
在
に
も

拘
ら
ず
、
謂
費
増
観
念
の
間
に
於
け
る
非
運
繰
の
関
係
を
立
詮
し
て
い

る
事
賓
か
ら
も
賛
成
し
難
い
G

清
の
方
東
樹
が
「
漢
代
に
於
い
て
は
、

常
託
費
帝
老
子
が
併
帯
さ
れ
て
い
る
が
、
主
と
し
て
遺
徳
を
一
式
う
者
が

君
子
を
稽
し
、
鑓
其
の
事
を
一
式
う
者
が
葉
帝
を
抑
憎
し
て
い
る
」
(
麟
曹
と

述
べ
、
漢
代
に
於
け
る
黄
帝
・
君
子
の
異
っ
た
思
想
的
存
殺
を
指
講
し

て
い
る
事
責
も
、
こ
の
場
合
幹
考
に
笹
し
よ
う
。

さ
て
、
殺
上
の
如
く
、
棄
帝
老
子
の
紳
仙
化
が
、
護
家
・
紳
仙
裁
の

稿
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
資
帝
葉
子
は
問
じ
く
一
抑
伯

と
呼
ば
れ
な
が
ら
も
、
一
階
思
想
の
紳
伯
畿
の
難
時
間
に
基
く
性
格
上
の
相

遣
を
有
し
た
替
で
あ
る
。
然
る
託
、
陣
頭
の
史
料
に
見
る
如
く
、
補
者

は
再
び
併
稽
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
新
た
に
第
一
了
第
三
の
責
老
観
念

の
系
列
を
生
ん
で
い
る
の
は
、
異
っ
た
性
格
を
有
す
る
紳
位
寅
帝
・
紳

信
業
子
が
、
閉
じ
不
老
不
死
の
難
民
於
い
て
結
合
さ
れ
、
資
脊
・
老
子
の

掠
れ
か
を
主
鐘
と
な
し
、
換
一
一
罰
す
れ
ば
、
紳
仙
毅
・
謹
家
の
侍
れ
か
の

思
想
的
立
場
か
ら
、
形
式
的
に
横
習
的
略
構
に
従
っ
て
責
婚
と
郎
常
務
す

る
に
一
患
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
部
ち
、
言
頭
に
於
い
て
第
二
の
系
宛
と

し
て
掲
げ
た
矯
慌
簿
に
見
る
如
き
責
端
が
、
道
家
の
紳
位
老
子
を
主
題

と
す
る
鰭
わ
ば
道
家
的
色
彩
を
持
つ
紳
仙
費
老
の
甑
念
で
あ
り
、
以
下

衣
輩
に
於
い
て
、
宗
教
的
な
額
制
対
を
伴
っ
て
現
れ
て
く
る
諸
費
若
の
概

念
が
、
一
府
仙
糞
帝
を
主
韓
と
し
て
結
合
さ
れ
た
宗
教
的
な
紳
偽
費
老
の

観
念
で
あ
る
。

五
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さ
て
、
後
漢
に
入
つ
て
は
、
所
轄
第
一
一
一
の
系
列
広
騰
す
る
と
推
定
さ

れ
る
新
た
な
費
強
の
観
念
が
、
，
択
の
様
な
形
を
以
て
現
れ
て
く
る
。
ま

づ
後
漢
書
(
刊
号
は
初
代
光
武
帝
の
捺
で
あ
る
有
名
な
楚
主
一
英
の
信
侍
拡

つ
い
て
、
，
択
の
如
く
記
し
て
い
る
。

英
少
時
、
静
静
侠
、
交
通
賓
客
。
腕
欝
吏
喜
寅
強
襲
、
震
浮
屠
繍

戒
祭
杷
。

文
糠
く
明
脅
の
認
と
し
て

楚
主
鵠
資
老
之
敬
一
一
一
一
ロ
、
常
浮
培
之
仁
一
柄
。
潔
粛
一
一
一
丹
、
異
紳
鶏
響
。

拘
嫌
何
祭
、
蛍
有
悔
客
。
其
還
壊
、
以
劫
伊
糟
塞
桑
門
之
盛
額
。

こ
の
「
諸
費
悲
之
撮
言
」
に
つ
い
て
、
従
来
、
梯
教
の
経
典
譲
語
民
功

篠
を
認
め
る
思
想
を
以
て
、
君
子
選
徳
経
氏
推
及
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
一
勺
こ
れ
は
必
ず
し
も
併
教
の
一
方
的
な
影
響
で
は
な
い
よ

う
で
、
後
漢
一
審
議
称
)
の
伝
戒
の
停
に
は

王
葬
末
、
去
騎
鶏
盟
。
於
也
東
海
界
第
赤
患
賊
所
得
、
議
見
拘
執
十

余
白
。
成
長
夜
踊
経
由
葉
、
践
異
而
謹
之
。

と
見
え
、
前
漠
来
の
正
統
欝
家
仁
、
既
に
儒
教
経
典
の
諦
譲
に
例
等
か

の
紳
秘
的
な
殻
カ
を
期
待
す
る
考
え
方
の
存

L
て
い
た
事
を
窺
わ
し
め

る
。
其
後
、
後
漢
に
一
金
一
つ
て
は
戎
町
民
毎
日
)
公
玖
叡
(
肘

3
肉
親
(
摺
行
)
等
の

停
に
儒
敬
経
典
講
識
に
よ
っ
て
、
或
は
鶏
人
の
愈
離
を
救
い
、
或
は
妖

異
を
遠
ざ
け
る
噂
の
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
向
擁
俸
は
、
こ
の

蜘... ・
/、，

場
合
注
目
さ
れ

(
持
〉
艦
護
老
子
扶
如
皐
議
。
又
似
狂
生
、
好
被
援
著
緯
純
一
政
;
・

:
:
:
。
曾
張
角
作
能
。
額
上
便
宜
、
鋲
議
期
左
右
。
不
欲
闘
疲
輿

兵
。
根
遺
持
於
向
上
北
向
讃
孝
経
、
践
自
意
消
滅
。

の
如
く
、
孝
経
踊
護
の
救
カ
に
よ
っ
て
糞
巾
践
を
捨
減
す
べ
し
と
説
く

向
刷
物
が
、
か
つ
て
議
予
を
襲
び
、
著
緯
紺
頭
の
昆
を
静
む
と
簿
え
て
い

る
。
・
と
こ
ろ
で
、
と
め
箸
持
紺
頭
の
風
俗
は
掌
時
の
南
方
中
関
悌
教
徒

の
間
に
見
ら
れ
る
風
俗
で
あ
な
司
、
こ
の
撃
か
ら
し
て
も
向
毅
が
既
に

悌
敬
三
誌
の
洗
騒
を
受
け
て
い
た
事
は
否
定
し
難
い
よ
う
に
怠
わ
れ
、

殺
の
孝
経
踊
讃
に
よ
っ
て
葉
巾
践
を
消
滅
し
得
る
と
す
る
強
固
な
信
念

は
、
恐
ら
く
上
述
の
如
き
、
経
典
語
讃
に
罰
す
る
中
園
爵
宥
め
瀧
念
の

基
盤
の
上
に
受
安
部
た
静
基
調
思
議
の
功
徳
一
観
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で

、
為
ろ
う
と
想
録
さ
れ
る
。

こ
れ
と
問
様
な
関
係
は
「
潔
橋
三
月
」
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
後
世
、
漢
語
併
典
の
中
に
は
、
粛
と
呼
ば
れ
る
一
定
期
間
の

持
戒
の
必
要
が
設
か
れ
て
居
り
、
例
え
ば
焚
鰐
経
(
時
)
に
は

震
白
衣
遁
致
男
女
交
曾
揺
色
縛
著
。
於
六
費
日
持
立
一
一
長
費
月
、
作

殺
生
劫
盗
破
欝
犯
戒
君
、
詑
軽
括
罪
。
(
械
均
一
線
)
i、

の
如
く
設
か
れ
て
い
る
。
た
ど
党
調
艇
は
中
岡
撲
連
の
回
数
が
あ
り
、
俄

に
一
一
一
長
費
丹
、
六
郡
川
誌
を
印
度
の
信
仰
習
俗
と
断
定
し
難
い
が
、

誌
に
関
す
る
限
り
は
龍
樹
が
荘
家
修
業
者
に
五
減
、
い
銑
き
更
に

日
戒
、
六
癌
何
回
一
持
、
功
徳
無
量
」
(
議
時
事
日
)
，

Jr特
に

日
む
持
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に
は
及
誇
持
祭
君
子
乃
費
:
:
:
。
及
其
持
費
也
、
防
其
邪
物
、
詑
其
害

欲
、
耳
不
諒
業
:
:
:
。
故
散
費
七
ヨ
以
定
之
、
致
旗
門
三
日
以
費
之
。

定
之
講
習
、
縦
列
者
精
明
之
主
也
。
然
後
可
以
突
於
紳
明
情
。

と

見

え

、

っ

て

…

解

明

た

め

々

の

て

い

る

母

こ

に

よ

れ

ば

、

脅

と

は

組
先
の
祭
詑
に
蛍
っ
て
、
ま
つ
一
ニ
誌
の
問
、
ゃ
を
内
に
探
し
て
競
売
を

棲
想
し
、
衣
の
七
日
間
は
心
を
外
国
外
に
開
け
在
り
し
日
の
祖
先
を
遁
壊

し
て
一
言
行
を
恭
敬
に
、
心
身
を
精
明
と
な
し
、
以
て
敬
慶
な
祭
記
を
行

う
宗
教
的
な
儀
謹
で
あ
る
と
解
さ
九
一
旬
。
ま
た
疫
子
(
臥
鯛
)
も
顔
面
と
仲

尼
の
問
答
と
し
て
識
に
慣
れ

唯
不
飲
酒
、

と

述

べ

て

中

関

荘

燕

の

の

宮

内

韓

的

内

容

を

盤

か

な
が
ら
窺
い
得
る
。
新
様
に
悌
典
に
見
え
る
努
と
中
関
関
有
の
粛
と
は
、

共
に
一
定
期
間
に
亘
っ
て
行
わ
れ
る
禁
欲
的
な
宗
教
的
責
践
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
飲
酒
、
或
批
肉
食
を
禁
じ
、
更
に
五
辛
・
五
輩
の
食
用
を

忌
む
等
の
諸
結
に
於
い
で
、
思
想
的
に
も
形
式
的
に
も
極
め
て
類
似
し

で

で

の
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系
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n 、J

(
措
)
は
「
蓮
沙
他
c
9
0
2
5
ε

比
一
式
欝
Ei---o

間
義
引
祭
統
一
式
費
之
駕
言
索
也
、
意
m
不
粛
以
致
費
者
也
、
:
:
・
」
と
述

べ
て
、
前
掲
祭
統
篤
の
一
欝
を
引
き
、
績
い
て
「
今
懇
氏
以
不
通
中
食

震
覇
、
亦
取
防
邪
詑
欲
祷
之
義
官
」
と
後
世
、
議
諜
悌
典
に
現
れ
る
粛

の
語
が
鰹
記
祭
統
篇
M
L
見
え
る
粛
の
識
を
取
っ
て
競
議
さ
れ
て
ゆ
く
事

責
を
明
か
に
示
し
て
い
給
付

以
上
の
よ
う
に
、
悌
燕
蛍
初
に
於
け
る
悌
敬
は
、
常
に

-mz顕
踏
有
の

思
想
・
俄
糟
の
諜
盤
の
上
に
、
中
躍
的
様
相
を
保
持
し
つ
も
ム
受
容
さ
れ

て
い
る
事
貨
を
考
濃
す
る
な
ら
ば
、
前
掲
、
楚
王
英
の
一
四
国
侍
に
現
れ
る

「
責
哲
之
微
雷
」
は
、
た
と
え
老
子
道
徳
経
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
に

も
せ
よ
、
草
に
浮
藷
と
形
式
的
に
艶
寵
さ
れ
た
道
家
哲
撃
と
し
て
で
は

'
な
し
に
、
神
仙
責
老
製
念
の
中
に
潜
む
後
述
の
如
き
宗
教
性
を
背
去
と

し
て
、
併
教
の
思
想
・
儀
曜
と
紫
密
に
習
合
さ
れ
た
宗
教
的
な
性
格
に

於
い
て
観
念
さ
れ
、
聾
賦
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
お
。

か
と
や
撤
測
宏
一
換
附
け
る
か
の
如
く
、
後
演
中
期
以
後
、
資
惣
は
そ
の

宗
教
的
性
格
を
次
第
に
額
箸
民
し
つ
も
ふ
史
料
の
上
広
登
場
し
て
く
る
。

後
漢
書
、
桓
帝
本
紀
、
延
菜
九
年

2
・
P
M怠
〉
の
僚
に
は

秋
七
月
・
:
:
・
。
庚
午
額
麦
老
於
濯
龍
宮
。

と
責
老
を
祭
杷
の
封
象
と
し
た
記
事
が
見
ら
れ
、
そ
の
論
賛
に
は
東
観

紀
を
引
い
て

飾
芳
林
、

新
終
所
鶏

セ
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と
論
じ
て
い
る
。
又
緩
漢
志
、

桓
帝
部
設
十
八
年
、
好
紳
仙
事
9

初
使
中
常
侍
之
陳

園
、
苦
嘉
誠
悲
子
。
九
年
、
親
輯
若
子
於
液
能
。

東
に
悶
じ
く
後
薬
害
(
博
刊
〉
難
措
縛
が
載
せ
る

の
彼
の
上
表
の

中
に
は叉
間
、

{ω

問
中
立
葉
老
浮
屠
之
問
3

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
め
諸
史
料
は
何
れ
も
難
事
一

九
年
、
桓
帝
が
濯
議
官
に
純
れ
る
同
一
の
、
タ
な
く
も
同
種
の
祭
舵
の

記
録
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
祭
記
の
封
象
を
費
増
・
浮
最
老
子
・

老
子
・
葉
地
浮
屠
と
夫
々
一
英
っ
た
記
載
を
な
し
て
い
る
鈷
が
注
目
さ
れ

る
。
新
援
に
煉
し
さ
を
厭
わ
ず
間
穂
の
史
料
を
宛
皐
丸
た
の
は
、
賞
は

英
等
の
梧
遣
が
記
事
の
不
確
賞
に
よ
る
結
果
で
は
な
く
、
営
時
、
其
等

賢
治
浮
培
三
者
の
存
在
が
向
一
服
さ
れ
、
明
維
な
随
別
が
意
議
さ
れ
な

か
っ
た
狭
教
観
企
の
反
映
で
あ
る
事
を
暗
示
じ
主
張
し
た
い
露
で
あ
っ

た
が
、
隠
対
し
て
後
世
、
道
併
南
教
の
関
y
L

様
々
な
問
題
を
投
げ
か
け
る

所
謂
老
子
化
説
拾
の
思
想
的
場
緒
と
も
見
ら
れ
る
、
前
引
、

る立
葉
若
浮
見
靖
之
潤
、
地
子
入
実
秋
銭
浮
屠
。

間
じ
廷
豪
九
年
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
言
時
、

混

沌

た

れ

て

い

τr:::: 

の其等
一
一

し
る
。
然
ら
ば
、
新
く
の
如
き
祭
記
に
於
い
て

何
如
な
る
性
格

。

~， 

ノ工

の
宗
教
的
存
在
と
し
て
観
悲
さ
れ
~
信
仰
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
づ

注
話
さ
れ
る
の
は
前
掲
、
綾
道
志
の
記
載
で
あ
っ
て
、
砲
事
'
八
・
九
一
帯

年
、
一
恕
帝
に
よ
っ
て
祭
記
さ
れ
た
端
子
は
瀞
位
の
賓
格
を
以
て
詑
ら
れ

た
事
を
示
唆
し
て
法
号
、
前
述
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
延
莱
九
年
、
濯

龍
官
に
於
い
て
記
ら
れ
て
い
る
葉
老
浮
暑
は
、
仰
れ
も
一
神
位
と
し
て
の

性
格
を
以
て
詑
ら
れ
て
い
た
事
を
推
考
し
得
る
で
為
ろ
う
し
、
国
同
頭
に

掲
げ
た
東
毅
漢
紀
の
「
立
葉
悲
艇
北
宮
擢
龍
中
:
:
:
。
以
求
幅
群
也
G
」

の
史
料
が
、
灘
、
氷
膜
元
年
の
祭
紀
ハ
紙
ら
く
廷
蓑
九
年
の
競
で
あ
ろ
う
が
)

拡
会
い
て
、
責
裁
合
詑
っ
て
一
踊
群
を
求
め
た
事
を
明
記
す
る
に
一
金
一
つ
て

は
、
瀧
龍
宮
に
於
け
る
粗
布
の
祭
記
が
、
山
紳
伯
資
活
浮
田
畑
…
を
寵
っ
て
間

一
軒
を
断
り
求
め
る
宗
教
的
信
仰
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
一
撃
は
明
白
で
あ

ろ
う
。
更
に
進
ん
で
、
そ
の
信
仰
の
具
鰻
的
内
容
を
窺
う
べ
き
史
料
と

し
て
、
援
に
其
の
一
部
を
引
揺
し
た
難
措
の
上
奏
文
が
あ
る
。
邸
ち

叉
関
、
宮
中
立
費
地
浮
屠
之
柄
。
此
叫
端
清
車
、
貴
伶
無
議
、
静
生

謀
殺
、
省
欲
去
響
。
今
陛
下
、
噌
歓
不
安
、
殺
罰
過
理
九
語
講
其

議
。
並
獲
英
一
軒
哉
容
誠
一
一
…
…
問
、
老
子
入
夷
秋
潟
部
培
:
:
:
。
天
神
議

以
好
女
、
浮
若
田
、
比
担
革
護
盛
車
、
途
不
蹄
之
。
其
守
一
如
此
、

遅
能
成
議
、
今
陛
下
姪
女
鐘
娘
、
桜
天
下
之
麗
、
甘
肥
飲
地
内
、
翠

天
下
之
味
、
娯
例
欲
如
実
老
乎
。

こ
の
上
奨
文
に
現
れ
る
襲
措
自
身
の
責
若
浮
議
に
訴
す
る
理
解
は
、
鵠

わ
ば
格
臓
の
原
初
的
形
態
と
も
桝
す
べ
き
も
の
で
、
一
見
、
強
め
期
待
さ

れ
る
費
増
都
港
に
器
す
宗
教
的
鵠
伺
は
、
其
の
片
鱗
ず
ら
窺
い
得
な
い

て
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如
く
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
昆
意
す
べ
き
事
は
絞
の
思
想
的
立
場
で
あ

っ
て
、
彼
は
そ
の
薄
に
明
か
な
如
く
、
本
来
、
天
文
絵
陽
備
の
専
門
家

で
あ
り
、
養
生
陰
陽
の
設
を
基
瞬
と
す
る
守
一
に
よ
っ
て
、
一
軒
胤
を
得

ん
と
す
る
政
治
的
色
彩
を
持
つ
道
家
的
節
説
主
畿
を
居
捧
し
、
舎
て
、

其
の
興
関
虞
嗣
之
擦
を
詮
く
紳
蓄
を
震
帯
に
一
挙
っ
て
い
引
。
こ
の
様
な

難
措
の
思
懇
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
伎
は
上
替
に
見
ら
れ
る
素
地
滞
諸

に
射
す
る
道
衆
的
な
理
解
こ
そ
示
し
得
て
も
、
放
悉
な
亭
識
的
人
生
畿

の
上
に
立
つ
桓
帝
の
札
制
之
、
そ
れ
を
字
凡
る
後
述
の
如
き
心
情
を
、

そ
の
ま
ふ
の
形
に
於
い
て
理
解
し
、
容
認
し
得
る
人
物
で
も
立
場
に
も

な
か
っ
た
事
は
営
然
で
あ
っ
て
、
彼
め
上
書
に
見
ら
れ
る
鎧
帝
に
軒
す

る
設
い
非
難
と
矛
腐
の
指
摘
i

l桓
帝
は
向
韓
的
・
物
実
的
事
難
に
歌

り
な
が
ら
、
判
設
に
本
来
、
無
僻
州
諸
謹
に
し
て
省
紋
去
馨
を
回
日
と
す
る

素
地
浮
暑
を
詑
り
、
斎
場
の
如
く
な
ら
ん
と
欲
す
る
の
か

i
iこ
そ
、

却
っ
て
嚢
措
の
容
認
し
得
な
か
っ
た
枝
帯
の
現
賓
の
行
動
を
控
詮
す
る

も
の
で
あ
り
、
向
程
的
数
業
に
瀦
惑
し
つ
ぶ
費
老
浮
騒
を
詑
り
、
そ
こ

に
例
等
の
矛
殺
を
感
乙
な
い
の
み
か
、
持
っ
て
神
仙
実
地
の
如
く
一
小
強

不
死
を
得
て
、
永
く
人
生
の
快
繋
を
事
受
せ
ん
と
新
り
詑
っ
て
い
た
程

悲
の
宗
教
的
心
情
を
如
賓
に
物
語
る
も
の
が
あ
る
。

延
裏
中
、
一
祖
帝
事
賀
老
道
、
悉
致
藷
房
舵

と
停
え
る
後
漢
響
詩
ル
)
王
換
俸
の
記
事
は
、
一
和
一
帯
が
擢
カ
を
用
い
て
民

間
の
胴
期
信
仰
合
排
撃
し
、
白
か
ら
責
議
議
官
奉
持
し
、
一
勝
倍
賞
懇
の

祭

詑

に

専

念

し

た

事

を

の

で

あ

ろ

)

右

恰

も

、
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者
甑
念
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系
議
ハ
秋

月、J

h
s
z
z
 

f
tミ
ー

。i-宅
Z
B
I
F
F
-
t
e
E
S

王
寵
が祭
賞
若
君
、

と
後
漢
書
(
博
八
)
錬
敬
玉
羨
鱒
に
見
え
、
嘗
持
資
悲
君
を
祭
り
長
生
稿
を

求
め
る
借
仰
の
行
わ
れ
て
い
た
事
を
明
か
に
一
ホ
し
て
い
る
。
に
ふ
広
現

れ
る
「
費
老
君
」
に
訴
し
額
放
は
「
案
文
、
費
老
君
不
成
文
、
賞
公
費

帯
地
君
」
と
文
法
的
な
註
酬
仰
を
施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
っ

て
、
こ
の
責
若
君
は
上
壊
の
如
き
黄
悲
観
念
の
展
開
の
自
然
な
鑓
結
と

し
て
、
葉
帝
君
子
が
鰐
一
一
梓
格
化
さ
れ
た
結
果
と
考
え
る
べ
き
で
・
あ
ろ

う
。
と
も
あ
れ
、
是
が
所
講
賞
者
の
袈
念
で
あ
る
事
は
競
い
な
く
、
上

来
組
っ
て
来
た
と
こ
ろ
の
費
者
袈
念
の
嘉
数
的
思
統
関
は
、
瀬
く
此
虞
に

韮
っ
て
結
費
し
、
費
者
を
拠
っ
て
長
生
及
び
稲
群
を
求
め
る
棄
場
借
持

が
形
成
さ
れ
て
い
る
事
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
こ
の
費
者
信
抑
、
或
は
其
の
成
立
描
設
に
現
れ
た
老
子
道
徳
経
に
約

す
る
宗
教
的
な
観
念
は
、
後
漢
宋
に
養
生
す
る
太
平
・
五
斗
米
関
原
始

道
教
々
翻
の
教
法
中
に
導
入
・
縫
殺
さ
れ
、
其
等
に
重
要
な
思
想
的
影

響
を
輿
え
る
の
で
あ
る
が
J

か
と
ぬ
矯
仰
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
は
援

に
紙
数
も
重
き
た
の
で
他
稿
に
ゆ
づ
円
、
最
後
に
斯
く
の
如
、
投
資
若
信

仰
を
構
成
す
る
宗
軟
性
の
思
想
的
援
流
に
つ
い
て
、
聴
か
、
大
騰
な
教

諭
を
下
し
、
ひ
と
ま
づ
結
び
と
た
し
い
。

国

さ
て
、
漢
審
郊
記
志
は
谷
、
戒
の

て

大a
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一
苅
鼎
完
封
之
際
、
燕
費
之
間
方
士
瞬
間
接
概
略
一
一
一
一
回
、
・
一
台
紳
選
祭
舵
致

臨
之
術
者
、
以
高
数
。

と
偉
え
、
武
帝
の
時
代
、
燕
野
地
方
の
方
士
の
関
に
、
銑
に
紳
仙
を
祭

記
し
て
踏
を
求
め
る
事
が
躍
に
設
か
れ
て
い
た
事
を
一
一
小
し
注
目
を
引

く
a

試
み
に
其
等
の
方
士
で
あ
る
李
少
君
・
公
掠
制
御
等
の
武
帝
に
劉
す

る
前
掲
の
上
一
一
一
一
口
を
検
討
す
る
に
、
彼
等
は
東
海
中
の
紳
出
に
本
一
一
れ
ソ
仙
薬

を
獲
る
一
帯
を
以
て
、
唯
一
の
不
若
不
死
の
道
と
考
え
ら
れ
て
い
た
際
に

於
い
て
、
伯
入
に
ま
み
え
封
調
仰
の
祭
抱
を
行
う
宗
教
的
な
手
段
に
よ
っ

て
、
登
仙
す
る
新
た
な
方
訟
を
創
始
し
て
い
る
事
が
認
め
ら
れ
る
。
荷

し
て
其
際
彼
等
が
、
敢
て
封
諦
の
祭
把
を
持
出
し
た
所
以
は
、
彼
等
の

上
一
宮
が
不
活
不
死
を
熱
望
す
る
武
脊
を
封
象
と
し
て
行
わ
れ
た
の
み
な

ら
ず
、
営
時
、
封
摺
之
畿
を
望
台
輿
論
が
舗
に
起
り
、
武
帝
自
身
も
、

そ
の
意
志
を
穣
き
な
が
ら
、
封
隷
に
関
す
る
吉
来
の
明
縫
な
観
念
が
既

〈
例
拍
)

に
失
わ
れ
た
露
、
質
行
さ
れ
ず
立
い
た
際
に
乗
じ
、
彼
等
の
紳
仙
遣
を

封
躍
及
び
棄
替
を
以
て
帝
王
に
和
獲
し
い
脚
色
を
麓
し
、
漢
王
武
・
唱
の

借
伸
を
克
得
ん
と
謀
っ
た
事
に
あ
る
も
の
ふ
ょ
う
で
、
如
上
の
一
締
仙
遣

の
製
期
的
な
準
震
の
本
質
的
な
意
義
は
、
紳
伯
道
が
帝
王
の
杭
明
記
で
あ

る
封
蹄
に
結
ぴ
閉
け
ら
れ
た
離
に
在
る
の
で
は
な
く
、
郷
小
肥
に
よ
っ
て

欲
求
を
満
た
さ
ん
と
す
る
宗
教
意
識
と
紳
伯
遣
と
が
明
確
に
結
合
さ
れ

た
聴
に
求
め
ら
仇
る
。
組
い
て
封
騨
書
が
「
費
人
了
公
年
九
十
絵
図
、

封
締
砦
合
不
死
之
名
也
」
の
一
宮
を
博
え
載
せ
て
い
る
事
も
、
そ
の
関
の

事
扶
を
窺
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
前
掲
、
谷
、
氷
の
上
一
一
一
一
ロ
に

O 

「
一
料
鰭
然
記
致
臨
之
術
」
と
一
式
わ
れ
る
も
の
は
、
多
く
是
に
類
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
郊
記
・
地
理
南
窓
に
記
載

さ
れ
る
幾
つ
か
の
「
信
人
制
」
も
、
恐
ら
く
同
様
な
宗
教
意
識
に
碁
い

〈
怨
〉

で
信
人
を
柁
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
G

と
こ
ろ
が
、
斯
様
な
紳
仙
の
察
記

を
議
じ
て
鵡
群
を
求
め
ん
と
す
る
宗
教
的
納
税
念
は
、
責
若
君
を
杷
っ
て

…
先
生
調
鮮
を
求
め
る
前
述
の
賛
意
一
信
仰
と
金
く
同
一
の
宗
教
的
親
念
構

惑
の
碁
盤
の
上
広
立
つ
も
の
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
り
、
所
稽
策
強
信

仰
の
基
本
的
な
宗
教
性
が
、
か
ふ
る
鵡
諜
の
神
仙
遭
に
鼓
す
る
宗
教
的

制
概
念
を
纏
承
す
る
も
の
で
あ
る
事
が
挽
測
さ
れ
る
。

然
る
位
、
か
ふ
る
宗
教
的
観
念
の
類
型
は
、
更
に
古
く
瀕
り
求
め
る

事
が
可
能
で
あ
っ
て
、
封
揮
響
・
郊
把
志
は
勿
論
、
墨
子
・
新
論
等
に

数
多
く
ゆ
例
翠
を
見
出
す
事
が
出
荷
-vo
引
え
ば
郊
整
合
さ
に

周
{
軍
愈
徹
、
諸
侯
愈
叛
。
楚
懐
王
強
祭
記
事
鬼
紳
、
欲
以
護
蹄
劫

卸
秦
師

と
局
末
、
楚
玉
が
鬼
神
を
祭
視
し
、
輯
助
に
よ
っ
て
毅
勝
を
牧
め
ん
事

を
訴
り
求
め
た
事
が
見
え
て
屠
り
、
論
一
祷
(
噌
)
に
於
け
る
王
充
的

表
世
好
信
鬼
、
愚
人
好
求
躍
。
罵
之
季
世
、
告
鬼
修
詑
以
求
轄
助

・0

歯
期
有
議
近
、
人
命
帯
長
復
。
知
祭
舵
可
以
得
躍
、
解
捺

可
以
，
一
一
口
凶
。

と
去
う
批
特
に
よ
っ
て
も
、
間
じ
周
末
、
鬼
神
の
然
記
に
よ
っ
て
様
々

な
幡
劫
を
求
め
る
鬼
一
紳
信
仰
の
存
在
し
た
事
は
否
定
し
難
く
、
所
課
寅

者
信
仰
を
貫
く
基
本
的
な
宗
教
性
は
周
宋
は
お
ろ
か
、
そ
れ
以
前
の
原
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始
宗
教
観
念
に
ま
で
議
る
も
の
で
あ
る
事
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
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以
上
を
要
す
る
に
、
吉
代
思
想
に
現
れ
る
費
老
の
観
念
広
は
、
大
略

一
二
つ
の
思
想
的
系
列
の
、
あ
る
識
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
が
鞍
閤
宋

焼
、
後
に
所
語
道
裁
の
、
記
師
と
し
て
砕
稀
さ
れ
る
責
悲
の
…
観
念
で
あ

り
、
其
後
、
一
脚
紬
家
に
よ
る
葉
帝
の
叫
料
品
化
と
、
護
家
の
増
子
を
媒
介

と
す
る
一
線
伯
思
想
へ
の
接
近
と
を
主
導
的
な
契
機
と
し
て
、
前
漢
宋
損
、

第
二
の
系
列
で
あ
る
紳
伯
黄
老
の
額
愈
が
成
立
す
る
o
'
次
い
で
、
こ
の

寅
悲
観
念
の
中
に
潜
む
、
官
代
鬼
一
郡
信
仰
に
護
る
寂
敬
性
を
基
盤
と
し

て
、
梯
敬
が
受
饗
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
こ
ふ
に
一
弾
仙
責
若
と
所
鵠
浮
墜

と
の
諜
滑
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
な
傑
裂
を
奥
え
ら
れ
る
第
一
一
一
の
棄
老
観

念
の
系
列
が
費
生
す
る
。
期
接
に
道
家
・
紳
仙
毅
・
勢
家
の
患
想
的
交

流
を
廻
っ
て
展
開
さ
れ
る
寅
悲
の
観
金
は
、
更
に
後
漢
宋
に
一
唯
一
っ
て
紳

格
化
さ
れ
、
還
に
責
若
君
を
宗
教
的
封
象
と
す
る
費
老
告
仰
を
形
成
し

て
い
る
事
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
c

想
う
に
、
選
抜
が
寅
老
麓
愈
の
競
漕
を
掛
拭
し
て
活
販
を
唱
え
、
原

始
道
教
が
費
老
信
仰
を
導
入
し
て
護
展
し
、
悌
教
が
黄
若
信
停
の
成
立

と
老
珪
哲
朗
惜
の
殻
見
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
責
老
を
培
販
に
置
き
換

え
て
格
識
を
説
く
、
漢
宋
以
後
の
思
想
界
の
鷺
展
が
、
殺
上
の
如
き
寅

婚
観
念
の
長
関
と
掛
接
・
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
事
は
否
定
し
難
い

賓
で
あ
ろ
う
。
い
づ
れ
桂
冠
を
期
し
た
い
所
存
で
あ
る
。

費
者
観
念
の
系
譜
ハ
秋

足、J

T語
、...;

津
翠箆
器左
5言者
等援肯

3博「
土中
園
古
手号
史

闘
す
る

〈
満
鮮
地
理

岡
崎
丈
夫
簿
土
「
謹
晋
南
北
朝
議
史
」
外
篇
、
語
一
世
の

援
野
長
八
簿
士
「
説
教
成
立
の
過
程
」
(
東
一
怠
論
議
第
蕊
穏
}
.

大
淵
拡
耀
氏
「
初
期
擢
誌
に
つ
い
て
」
〈
宮
本
方
宗
教
第
二
抽
R
Y

ハ
2
〉
そ
れ
ら
の
語
読
そ
簡
思
に
掲
げ
る
な
与
ば

津
毘
薄
士
の
「
撹
家
が
儲
家
の
嘉
舜
に
欝
拭
せ
ん
と
し
て
賞
帝
そ
欝

用
し
、
岩
子
の
上
に
加
え
た
い
と
寸
る
読
む
(
上
掲
論
文
〉

郭
津
若
氏
の
「
賞
者
を
組
先
に
議
定
す
る
膏
の
顕
の
所
講
可
議
下
』

の

道

家

に

於

い

て

、

資

帝

老

子

の

し

た

」

と

す

る

獄

。

〈
十
批
判
議
〉

表
曾
佑
氏
の
「
前
模
初
期
、
老
干
の
季
語
そ
博
え
た
資
生
と
云
う
人

物
の
名
よ
り
起
つ
允
」
と
す
る
置
。
〈
上
銭
地
簿
登

及
び
「
老
子
選
徳
経
む
文
勾
が
古
書
に
責
苦
の
曾
と
し
て
引
用
怠
れ

て
い
る
事
に
慕
く
い
と
す
る
一
髪
豹
な
見
解
。

或
は
、
本
文
中
に
引
用
m
す
る
準
高
子
修
務
部
の
意
見
も
、
こ
れ
代
加

え
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

〈

3
〉
武
内
義
雄
捧
士
「
者
ザ
?
と
華
子
」
七
志
賀
!
八
一
ニ
頁
、
二
つ
一
一
良

i

一
六
四
一
氏
。

〈

4
〉
抱
朴
子
、
組
需
品
伊
岡
山
。

史
記
、
一
一
一
十
六
年
の
僚
に
「
銭
博
士
震
強
異
人
持
、
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ゑ
一
行
所
捗
天
下
、
博
A
W
柴
人
認
弦
・
叩
と
と
昔
、
つ
偵
麗
人
も
関
畿
、
民

入
が
納
入
と
間
質
化
さ
れ
る
過
程
に
生
れ
る
議
念
で
あ
ろ
う
。

(

5

)

津
罰
左
者
吉
捧
士
、
前
掲
論
文
、
四
一
八
頁
。

〈
6
)

こ
の
明
帝
の
詔
勅
に
つ
い
て
後
漢
書
む
詑
設
け
M

期
的
壕
を
歓
く
が
、

後
藻
記
を
砦
照
し
て
、
そ
の
聞
の
事
訳
を
察
す
る
に
、
芙
が
死
罪
に

抑
制
繋
す
る
罪
を
粗
し
た
際
に
明
帝
の
下
し
た
謡
惑
で
あ
っ
て
、
英
の

露
撃
な
宗
教
的
信
仰
を
知
っ
て
悔
梧
の
箭
あ
る
を
察
し
、
葉
雄
白
紘

一
一
一
十
臨
を
以
て
願
わ
し
め
、
斑
に
そ
の
践
を
還
し
て
、
備
散
捺
闘
の

…
磁
允
ら
し
め
允
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
研
諸
君
と
は
所
嫡
髄
提

議

で

あ

句

号

、

恋

荻

の

幾

何

は

す

れ

匂

わ

ち

沙

問
け
で
あ
る
。

ハ
7
)

山
内
音
卿
氏
「
支
那
悌
敬
夫
之
研
究
い
以
来
、
梯
歌
史
家
は
多
く

こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

(

8

V

「
翠
蓑
末
、
築
事
勝
作
、
開
設
散
髪
経
堂
、
数
設
設
深
林
:
:
:
、

責
巾
践
起
、
攻
泣
郡
鯨
、
百
姓
驚
散
、
読
読
経
不
移
、
続
相
約
器
不

入
、
其
間
部
人
就
悶
避
難
、
皆
簿
莞
」

(

9

V

「
居
達
成
山
中
依
林
隆
震
室
、
講
寄
無
缶
、
持
暴
麗
宗
官
、
有
課

卦
品
川
呼
穆
者
一
一
一
、
韓
不
興
語
、
有
民
呼
者
自
器
商
入
、
一
昔
銃
甚
怪
、

韓
翻
魁
自
若
、
終
亦
無
他
妖
英
、
詩
人
奇
之
い

〈い
W

〉
蹴
井
艦
艇
博
士
「
控
駄
の
基
礎
的
研
究
」
っ
こ
頁

i
一
ニ
問
貰

ハ
uv
党
端
、
中
閣
に
は
鰯
散
総
典
の
単
な
る
懇
懇
と
は
踏
に
、
粧
品
品
川
の
庇
ふ

復
締
髄

ιよ
っ
て
質
践
的
な
数
来
ぞ
期
待
寸
る
椴
り
あ
っ
た
離
も
、

こ
の
場
合
住
癒
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
誤
審
〈
緩
い
稼
翌
五
式
部
。
後
挺
犯

(
開
明
絵
本
日
記
了
水
準
ニ
年
録
。
共
弛
、
部
議
は
校
事
に
殺
が
な
い
。

大
正
新
修
大
識
経
第
ニ
十
期
巷

2
・c
-
M品
mEW
℃・

5
2・u

ハ
ロ
)

吋

一

〈M
M

〉

十

五

品

位

出

ら

・

目

。

?

?

〕

戸

m
p
c
「
問

問
自
衣
農
家
此
五
戒
、
東
宥
徐
被
耶
。
答
日
有
一
日
誠
、
穴
費
日

持
、
功
盤
熱
量
。
若
十
ニ
月
一
日
平
ヤ
五
日
、
受
持
ヰ
訳
、
其
弱
甚

多
」
。
ち
立
み
に
、
五
戎
と
は
殺
生
、
倫
盤
、
邪
接
、
妄
語
、
h

歌
謡
肉

食
。
六
寮
誌
は
各
芳
八
員
、
十
回
目
、
十
五
日
、
二
十
三
日
、
二
十

九
日
、
三
十
誌
の
大
毘
を
指
す
。

持
、
懇
親
経
C
或
立
に
つ
い
て
は
、
翌
月
信
享
博
土
「
偶
数
経
典
成

立
史
論
」

mm
六
八
頁
多
郡
山
。

(
い
叫
〉
鐙
詑
ハ
傘
下
祭
義
篇
〉
に
は
「
数
帯
於
内
、
散
饗
於
外
、
一
帯
之
話
、

忠
設
(
臨
前
島
、
思
笈
ハ
紘
〈
器
、
思
其
蕊
窓
、
思
抵
ハ
所
娘
、
思
其
腕
晴
、
持

一
一
…
謀
、
乃
発
業
所
鍔
持
者
:
:
。
」
と
致
榔
・
散
蹴
刊
を
説
明
し
て
い

る
。
な
お
搬
刊
誌
欝
と
期
間
設
で
あ
っ
て
、
「
・
山
口
作
幣
」
{
凝
縮
告
で
あ
る
。

ペ
日
)
超
翼
民
「
設
余
叢
考
」
〈
島
知
三
十
二
藤
誠
不
思
食
肉
及
び
畿
大
欝
氏

「
十
駕
警
護
議
議
」
(
犠
さ
断
屠
月
禁
殺
日
そ
捧
紹
…
さ
れ
た
い
。

へ
碍
)
大
豆
薪
修
大
識
経
第
五
十
四
品
位

2
・0
・
N
H
ω
H
w

匂
・
己
苫

L

(
立
)
前
掲
楚
王
英
博
は
「
喜
費
老
皐
:
:
:
」
と
し
て
い
る
が
、
主
と
し

て
遺
家
怠
懇
を
意
認
す
る
息
干
の
一
宇
は
、
恐
ら
く
落
時
の
蛇
足
で
あ

っ
て
、
後
漢
起
の
「
喜
糞
老
:
:
:
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
以
下

に
績
く
ア
:
:
駕
存
屠
鑑
戒
捺
舵
」
の
文
章
か
ら
し
て
後
漢
程
が
・
自

然
で
あ
る
の
み
江
ら
?
、
誕
時
の
後
漢
書
調
纂
の
一
般
的
懇
度
が
、

後
謀
総
円
以
下
の
蕗
史
料
に
著
し
く
不
忠
買
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

〉
後
読
め
蕊
誌
が
稜
線
審
の
扶
認
に
悩
ん
封
勝
は
、
史
上
期
的
か
な
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
興
翻
蹴
倒
之
術
と
は
、
こ
の
事
態
を
解
能
分
ん
と

す
る
方
議
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
耐
井
博
士
前
掲
番
、
八

O
貰

i

八
一
一
一
真
渉
黙
。
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〈m
m
)

畿
漢
書
〈
僻
腕
時
令
本
記
〉
の
餐
に
組
苦
の
行
動
に
つ
い
て
、
「
桓
帝
・
:
・
:

鶴
宮
難
続
長
身
踏
襲
」
と
述
べ
ら
れ
て
賠
ち
、
「
一
組
菅
綿
一
ニ
長
府
、

文
捧
採
官
女
五
六
千
人
、
議
無
子
組
」
と
…
註
さ
れ
て
い
る
。

ハ却
ν

か
つ
て
大
淵
氏
は
大
卒
設
が
寧
世
帯
し
た
と
伴
え
ら
れ
る
{
後
波
書
血
管

一
O
λ
義
一
童
謡
v

資
走
還
を
如
荷
な
る
鍍
踏
の
も
の
か
概
括
し
難
い
予
と

し
て
長
ら
れ
る
が
〈
「
太
浮
お
の
お
民
態
と
五
斗
米
滋
」
加
議
繍
紳
士
、
窓
慈
記
念
議
文
銀
〉

少
な
く
も
こ
の
癌
帯
り
場
合
は
、
所
諮
蜜
者
信
抑
の
遣
を
窓
獄
す
る

。

は
後
惑
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
ろ
う
。
所
詩
、
静
錨
設
が
紳
艇
に
判
的

遣
す
る
遣
の
按
味
を
害
す
る
と
間
同
様
に
、
紳
倍
賞
老
の
加
く
成
ち
ん

と
す
る
識
を
意
味
し
た
も
の
と
怒
換
さ
れ
る
。

〈
幻
〉
}
泣
く
韓
議
議
定
の
誤
稿
「
背
中
之
践
の
家
教
性

i
太
平
選
歌
誌
の

特
質
に
つ
い
て

i
」
を
参
穏
…
容
れ
た
い
。

〈
m〉
史
認
卦
蒋
審
に
は
「
上
興
会
卿
譲
生
議
封
勝
、
封
欝
舟
肴
蹟
級
、

英
知
其
齢
、
高
率
鵠
采
対
締
背
番
潤
官
王
制
之
理
総
」
又
「
上
念
持

儒
乃
方
士
設
封
露
、
人
入
除
、
不
縁
難
撞
行
」
と
漣
ペ
封
酔
え
儀
C

不
詳
で
あ
っ
た
事
を
訴
し
て
い
る
。
命
、
太
史
公
自
序
に
は
そ
の
兵

盤
的
比
例
勢
が
緯
べ
ら
れ
て
い
る
む
参
照
怒
れ
た
い
。

ハ
お
〉
諜
書
柏
崎
盟
志
〈
袋
一
一
十
ろ
£
間
前
郡
、
維
氏
に
「
有
延
議
披
綿
入

一
軒
」
叉
、
京
縄
問
、
谷
口
に
「
五
鉢
山
、
嬉
人
五
帝
靭
」
の
あ
っ
た

事
が
鏡
わ
れ
、
封
辞
寮
に
も
長
安
に
寵
燦
桂
類
、
甘
泉
に
盆
延
諜
観

を
設
行
納
入
を
能
っ
た
事
が
見
え
て
い
v
る。

ハ
民
)
ハ
お
〉
提
子
〈
上
、
相
会
今
期
・
〉
じ
は
「
一
一
一
代
謹
一
点
:
・
:
・
、
以
祭
詑
上
智
鬼

一
持
、
議
求
訴
蹴
於
天
」
、

新
設
〈
間
嶋
ぎ
に
は
「
掠
太
姫
無
子
、
而
野
直
説
、
共
俗
事
蒐
紳
、
以

新
制
、

資
老
親
A

認
の
系
譜
ハ
秋

月

又
舟
瞭
〈
奪
三
mA
伯
〉
い
ふ
も
「
大
統
掌
六
親
之
齢
、
訴
事
車
紳
哉
、
新

柄
鮮
、
求
永
良
」
等
と
見
え
て
居
'
号
、
か
L

る
宗
教
窓
識
が
舟
代
以

離
の
原
始
宗
教
翻
念
に
諮
る
も
の
で
あ
る
事
を
憶
諾
せ
し
め
る
も
の

が
あ
る
。

附
総
本
績
の
成
る
に
歯
っ
て
曾
我
部
静
雄
先
生
及
び
金
谷
品
川
助
教
授
よ

‘
 

•• 

-n'
有
議
な
助
言
を
待
た
。
散
に
記
し
て
探
棒
な
る
謝
殺
を
表
す
る
。

又
、
草
し
終
っ
て
後
、
語
、
氷
光
一
一
同
氏
の
「
封
癖
哉
の
形
成
」
へ
東
方

宗
教
第
六
襲
〉
が
都
民
表
さ
れ
た
。
末
完
で
は
あ
る
が
、
封
騨
む
宗
教

性
に
つ
い
て
註
話
す
べ
き
見
解
が
一
訴
さ
れ
て
い
る
事
を
併
せ
附
言
さ

せ
て
蛮
く
。

〈
一
丸
一
本
間
・
セ
・
十

1
・
稿
〉
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The Genealogy of the Huang-Lao Concept 

Kan' ei AKITSUKI 

Underlying the main current of Han Period thought, in which Confucianism 

was regarded as orthodox, there was a philosophical movement that later led 

to the differentiation of primitive Taoism, Lao-Chuang philosophy, and schol­

arly ~ ~ Buddhism. The present essay attempts to throw light on this 

important, but obscure, trend by examining the lineage and development of 

the Huang-Lao concept, which was its central feature. There are three ante­

cedents for the Huang-Lao concept. One, current at the end of the Warring 

St.ates Period, was the idea of Huang-ti ~ wand Lao-tzu ~=f- as the founding 

patriarchs of Taoism. The second, was the deification of Huang-ti and Lao­

un by the immortalists (shen-hsien-chia.lii$ 1m~) of the Former Han and by 

Taoists who approached immortalism through Lao-tzu. The third was formed 

when eJements of Buddhism were adopted as a religious basis fer the concept 

of Huang-Lao that had descended from the second antecedent. 

Thus through an intermixing of Taoism, immortalism, and Buddhism, there 

developed the philosophy that by the end of the Latter Han had deified Huang-... 

ti and Lao-tzu as the central objects of religious worship. 


